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平成 30 年２月期業績予想値と実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成 29 年４月６日に公表いたしました平成 30 年２月期（平成 29 年３月１日～平成 30 年２月 28 日）の業績予想

について、下記のとおり実績との差異についてお知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想値と実績との差異 

平成 30 年２月期 通期連結業績予想と実績の差異等 

（平成 29 年３月１日～平成 30 年２月 28 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 （Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

10,790 419 400 231 31.91

実績（Ｂ） 10,654 389 469 354 48.95

増減額（Ｂ－Ａ） △135 △30 68 123 

増減率（%） △1.3% △7.3% 17.2% 53.4% 

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年２月期） 
10,067 381 400 237 32.79

 

平成 30 年２月期 通期個別業績予想と実績の差異等 

（平成 29 年３月１日～平成 30 年２月 28 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 （Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

10,117 321 273 140 19.34

実績（Ｂ） 10,125 321 324 233 32.25

増減額（Ｂ－Ａ） 8 △0 50 93 

増減率（%） 0.1％ △0.1％ 18.5% 66.7% 

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年２月期） 
9,478 282 270 142 19.64
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２．通期業績予想値と実績値との差異の理由 

(1) 連結業績について 

売上高につきましては、セグメント別の内訳として金型事業が 311 百万円の増収でしたが、放電加工・表面処理

事業が 32 百万円、及び機械装置等事業が 414 百万円の減収であったため、135 百万円の減収となりました。 

営業利益につきましては、放電加工・表面処理事業で平成 29 年２月 17 日に発生しました成田事業所の爆発火災

事故における自動車部品耐熱塗装の代替生産による原価高を 110 百万円と見ておりましたが、277 百万円と増加い

たしました。その要因は、平成 29 年 9月復旧の計画が遅れて 11 月となったこと、人海戦術による代替生産の結果、

部品 1個当たりの製造原価が大幅に増加したことに加え、生産数量が増加したためであります。さらに機械装置等

事業の減益の影響もありましたが、その他の事業で生産性の向上や経費削減活動などを推し進めた結果、30 百万円

の減益となりました。 

経常利益につきましては、タイ国の持分法適用会社の投資利益が業績改善により予想よりも増益となったことな

どから、68百万円の増益となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、特別利益の投資有価証券売却益、保険金収入などを計上した

ほか、特別損失の固定資産除却損が予想よりも下回ったことなどから 123 百万円の増益となりました。 

 

(2) 個別業績について 

売上高につきましては、放電加工・表面処理事業が 32 百万円、及び機械装置等事業が 269 百万円の減収でした

が、金型事業が 311 百万円の増収であったため、８百万円の増収となりました。 

営業利益につきましては、放電加工・表面処理事業で平成 29 年２月 17 日に発生しました成田事業所の爆発火災

事故における自動車部品耐熱塗装の代替生産による原価高を 110 百万円と見ておりましたが、277 百万円と増加い

たしました。その要因は、平成 29 年 9月復旧の計画が遅れて 11 月となったこと、人海戦術による代替生産の結果、

部品 1個当たりの製造原価が大幅に増加したことに加え、生産数量が増加したためであります。しかしながら、そ

の他の事業で生産性の向上や経費削減活動などを推し進めました結果、ほぼ予想値通りとなりました。 

経常利益につきましては、国内子会社及び持分法適用会社からの配当金などにより 50 百万円の増益となりまし

た。 

当期純利益につきましては、特別利益の投資有価証券売却益、保険金収入などを計上したほか、特別損失の固定

資産除却損が予想よりも下回ったことなどから 93 百万円の増益となりました。 

以上 
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